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幼児教育におけるＩＣＴの活用の現状と課題

・簡単にいろいろなことが調べられるので図鑑や絵本を見る
機会が以前より減っている。実際に見ることができたり、図
鑑などを活用して調べることができたりするものに対しても
安易に使っている。
・生き物の生態や種類、名前について、分からないときにパ
ソコンなどで調べると、すぐに答えが分かる。しかし、安易に
パソコンなどばかりを頼ってしまう傾向に陥ると、答えを知っ
て満足という結果に終わってしまう。
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〇 社会において年々情報化が進展する中、個別最適な学びと協
働的な学びを実現する学校教育の基盤的なツールとして、小学校
では１年生から１人１台端末等の整備が行われており、幼児教
育施設においてもＩＣＴを活用した取組 が行われて
きたところ。
一方、幼少期からの長時間使用による心身への影響等への懸念
も指摘されている。

〇 幼児教育施設における乳幼児の活動におけるＩＣＴの活用につ
いては、乳幼児期は直接的・具体的な体験が重要であることを踏ま
え、主に以下の目的・用途で行われている。
＜記録する＞
・記録（写真、音声、動画等）をして友達や先生と共有する
・記録をして繰り返し見る
＜詳しく知る＞
・拡大したり裏側・内側などを見たり、音や声を聞いたりする
・情報を探したり、より詳しく調べたりする
＜表現する＞
・表現活動を行う、表現の幅を広げる（製作物をコマ撮りしてアニ
メーションにする等）

＜やり取りする＞
・その場にいない人とコミュニケーションをとったり、場を共有したりする

〇 一方で、ＩＣＴを活用した活動の実施に当たっては、以下のよう
な課題も生じているところ。
・乳幼児の発達や活動のねらいに応じた活用となっていない
・物理的環境（機器のスペックやWi-Fi環境等）の整備が不十分
・不適切なコンテンツ（動画広告や不適切な情報等）の表示
・ＩＣＴの専門的知見の不足によるトラブル、操作上の問題

・園児用タブレットがあるが、目的があって利用するのではなく、
タブレットそのものを触ることが目的になり続けることがある。
園児によってはそこから離れられなくなる場合がある。
・動画の視聴などでは、幼児にとって魅力すぎたり、刺激が
強すぎたりするためか、視聴を止められなくなることがあった。

・小学生から動画で折り紙の制作の仕方を教えてもらう取
組を行ったが、画面を止めたり再生したりを繰り返さない
となかなか折り方がわからず、画面から読み取ることも難
しそうであった。
・音楽に合わせて体を動かす見本を、保育教諭から動画
に変更したところ、保育教諭が見本の場合はこどもは皆
が模倣できるが、動画を見本とすると一部のこどもは模倣
という行動から、動画を見るという行動に変わってしまうこ
とがある。
・幼稚園同士で 5 歳児がオンライン交流を行った。離れ
ていることや地域が違うことは分かっているが、その距離感
やオンラインで交流している意味の理解となると幼児には
難しいと感じる場面があった。また、他者意識が未熟な
幼児にとって自分中心で進めるため画面越しの相手のこ
とを考えて表現するのは難しいことなのだと感じた。

ICTの活用の際に感じた課題（例）

出典：幼稚園における教育活動の実施状況調査報告書
保育所・認定こども園に関する保育の内容等に関する実態調査報告書

補足イメージ①

補足イメージ②



幼児教育におけるＩＣＴの活用の方向性と懸念・留意点の検討に向けた論点（案）

◆ 小学校以上においては、児童生徒の端末や通信ネットワー
ク、周辺機器、デジタル教科書・教材・学習支援ソフトウェア等
の要素で構成されるデジタル学習基盤を前提に、各教科等の
授業改善のための効果的活用や情報活用能力の抜本的向
上に向けて検討が進められている。また、家庭や社会において
も、パソコンやタブレット等は日常的に使用されているとともに、
幼少期からの長時間使用による心身への影響等への懸念も
指摘されている。こうしたICT活用の懸念も踏まえ、要領・指針
での示し方について、どのように考えるか。

◆ ＩＣＴの活用に当たっては、乳幼児期は直接的・具体的な
体験が重要であることを踏まえ、乳幼児の直接的・具体的な
体験の充実を図る道具として活用することとしてはどうか。
その際、乳幼児の直接的・具体的な体験を阻害する活用と

ならないよう、どのような点に留意する必要があるか。

（主な留意点の例）
・乳幼児の発達や活動のねらいに応じていない活用
・乳幼児の発達にとって望ましくない活用
・ＩＣＴの操作の習得を目的とした活動
・乳幼児を一方的に指導するための道具としての活用
・ＩＣＴに指導を委ねるような活用 など
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※幼児教育における「情報活用能力」の整理について
・教育課程企画特別部会においては、「情報活用能力」について「情報技術の
活用」に絞って示す方針が示されており、また、情報活用能力を構成する要素
を、「①情報技術の活用」「②情報技術の適切な取扱」「③情報技術の特性
の理解」と整理し、それを踏まえ情報・技術WGで議論を進めているところ。
・乳幼児の発達を踏まえると、幼児教育においては、これら①～③について、Ｉ
ＣＴを活用する際に体験するものである一方、資質・能力としての育成は目的
としないこととする。

◆ 障害のある乳幼児への指導において、ＩＣＴは、効果的に
活用できるツールであると考えられる。障害の状態など、一人
一人の実態に応じた配慮において、ＩＣＴを適切に活用する
ことが求められるのではないか。

（活用のイメージ例）
・触覚が過敏で、虫に直接触れない幼児に対して、タブレット端末で撮影
した虫の映像を使って、質感や細かい点まで見ることができるようにする。
・特定のことに強い関心をもつ幼児に対して、インターネットを使って専門
的な内容が分かるサイトへアクセスするなどして、より詳細に調べることが
できるようにする。
・直接他者とコミュニケーションをとることが困難な幼児に対して、タブレット
端末上で、あらかじめ登録してある言葉を読み上げるソフトを使って、友
達や先生にしたいことや気持ちを伝えることができるようにする。

自分で見やすい大きさに拡大して
昆虫を観察（視覚障害）

写真や動画で一日の活動を振り返り、
主体的な行動につなげる（知的障害）

歌遊びの歌詞や表現を手話付き動画
で視覚的に確認（聴覚障害）

初めての活動に不安がある幼児が
見通しをもてるように、友達の活動
の動画を活用（発達障害）



幼児の遊びや生活を豊かにするＩＣＴ活用に関する研究 文部科学省委託事業（京都教育大学）
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補足イメージ①

『ここはクワガタ研究所』
～一緒に JCT機器を使いながら、 直接的に共有して遊ぶ～

島根大学教育学部附属幼稚園

『友達と一緒に影をつくりたい ！』
～いろいろな試しにより気付いた ICT機器の特性を
友達と共通のめあてをもって遊ぷ中で活かす～

三重大学教育学部附属幼稚園

ダンゴムシの赤ちゃんの該生をき っかけに 『大人

のダンゴムシの脚9:I:l“ 本だが、赤ちゃんダンゴムシ

の脚は 12本である」という図鑑て得た知えを遵誌し

ようとするタツヤ．拡大餞ては薙しかったが、デジ

タル源微鏡て拡大して凡ることによ..,て這認すること

がヤき、 r本過に 12本だった！発見だ」と、その景
びや感動t教師や間’1の友達に知らせ曹共脊しようとする姿が見られま
した．

また、クラスて飼..,ていたチントウムシのサナギが羽化することを

しみにしていた子どもたち．サナギが羽化ずる瞬間（騒國後）を教師が

動画撮影し．みんなて一緒に見ることがてきま した。同じ画ifijt一緒に

見ることT、気付いたことや感じたごとを言葉て表現しながら吟動体
を共・有することがてきました．

その後，マザキがクワガタe見つけたことをきっかけに、子ども連は
r，ウガタ碍究所』をつく ’I、自分たちてデジタル頸微鏡を操作し、ク
ウガタムシ(T)体を兄たリ`図鑑と見比ぺたり しで友遠と＿紺に遊ぴを

迫めていきました．

奪ちゃんダンゴムシの
即は何本？ （日鑑て渇た
知鰍を瑾かめたい）

幼児，，襲峰間心・息い

見えないものをみる
（は大 疇酔止）

切児1コと,~ ICT，，，黒たす虜餡

知識を澤める
（知憶を遭認する）
心が勤く（兌見の喜び

に，，疇1こよる勾児4そ麟少凛:I')

| lCTを活用してみて I 

，小さく、勤さ已る ことで見えにくも,..,たダンゴムシ
の固を、JCTを活用し、拡大，莉止させることで見
る：：とがてきた．

・羽化の瞬間等は、保育吋間中に 見る ：：とは難しい．
動湧撮影することて、時間t超え、貴重な瞬lllli見
ることがヤきた。

・園にモニターがなく、クラス全員て見る時にも頭を
突き合わせて小さい画面を見ている．大きく映す手
段（モニターなど ）があれば、経験の質が変わって
いたかも しれない．ねらいに応じてJCT機書を還べ
るどよリ効果的に活用していけるのヤはないか．

一•同じ画面を見た時に、 身近な人「こ喜びや感動を伝え
たり、一緒に感動したりするなどのその湯の空気感

を大事にしていくこ とで、幼児の遊びや経験が豊か

になっていく。そのため、 一つの堵宋を複数人で一

緒に使い｀置接的に共有することを意謹する必要が

ある．

祁謬？： ● 
直憧伸鑢へとつな•q溢

／ ヘ, ICTの特性を活かすことて．幼児は知軍を瑾認する
など紐凜を深めた リ、発見の喜びや惑動体験T心が
動いた＇」している．同じ函iiii友速と一緒に見て、
感勤体験を共有ずることてより実慮を伴い、生き
た情報 として心に疼ちていさ更なる負味や活動に
つながった．

・デジタル顕微錢を使った遊びの積み量ねで発見す
る面白ざや塁び、JCTの良さを知った幼児は、新た
な遊びを生み出し｀蝿やJCT 憩器を共布しながら~
逗びを；；；めていっていった．

#5寂児 ＃デジタル甑微親
＃生き物
＃見えなし、2(f)をみる

『かげええほん」をみんなで見たことをきっか

けに、友違と一緒に形をつくる ：と、なんの形か

当てることを棄しみ始めました．しかし 実ほ1こ

影を映していなか..,たこ とで、形の全体像が見え

にくくイメ ージと共有しにくい姿があ＇ ／ました．

ある1 書函カメラとプロジニクター乏つなげて
置いておくと｀影がス9'1ーンに映ることに気付き．影詮遊びを楽
しんていた子どもが 『これで影を映してみたらいいよね ！」と思い

つき1ず．
救紐が保育室にスク ’Iーンを準備しているとそばにいた子ども
たちが書画カメうに力ろーセロファ ンを映し rうわー赤が映った！ J 
r今度Ii紐色Jと、色が映し 出されるこヒ 1こ鵞き繰り返し試します．
また，手て形をつくった’9、お玉やフ ライ返しを持-,てきた'L函
用紙t好きな元に切ったりして｀いろいろなものt峡し出す：：とt

棄しみます．さらに自分の頭が映っていないごと1こ天付いた友達の

姿をき ..,かけに`「この紙に近付くといいのかも」と 紙`（スクリーン）

に近づいた＇）蘊れたリして映るものの大きさが変わることにも気づ

いていきました．

こうして試しながらJCT機器そのものて遊ぷ経験が後1こ、劇遊び

て友逼と 一緒に表現遊びをする場面て、足いを宍現する遍具の一つ

として、この!CT機塁を還抒Fすることにつながりました．

いろヽ いらな
光て影が
瞭せるかを試す

．
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・隆仁験へとつながる姿

ICTを活用 してみて

• JCT檀器に実際に触れ、書画カメうにセロファンや
“分の手、ままごヒ道具、切った紙など、いろいろ
と置いてみるこヒて、スクリ ーンには つき＇）と色や
形が映し出ざれることがわかる．さらに、それらが
実限に目にするものと違う峡リ方をするという面白
さと体感する。また、スクリーンとの距鯰によって｀
映る影の大きさが変わることにも気付いていく ．＿ 

• ICT機器に実際に触れ、自分と機翡や、ものと機器と
の閲係性を試す、そのこと 自体が ICT櫨器ならでは
の不思請さや面白さを感じる道びとなる．この ICT
機好の檜性そのもので遊ぶ経験が、 その後自分たち
の患いを実現することにつながっていく．

・影を映すために、攘中雪灯や太陽の光で試すがうま
くいかずブロジェク ターの光を活用することに至っ
た．ICT機裕あ リきではなく、 そこに至るまでいろい
ろと はす経験も大事に し たし‘•

・自分たちがイメ ージしたIiを JCT機彗によ..,て映
し出せたこと-r‘どのような色や形鳥大きさ-r映
るかがわか’J、見え方が変わった．そのことが、
遥びをよリエ夫する姿1こつながる．

プ
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 検索キーワー ドQ

#5茄；児 ＃実物I文影攪
＃プ0ジェクター ＃モニター
＃表現遊び
＃見えないものeみる



4

幼児の体験を豊かにするICT実践事例 文部科学省委託事業（学校法人七松学園） 補足イメージ①
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生産農家の方と交滋

ている様子．

マンゴー生産農家さんに
育て方を教えてもらったよ

EPI5 
ズ〇
カメはどんなところに
住みたいのかな？

一保護者から頂いたカメに愛着を持ち、名前を決め、

餌やりや散歩をするなど、

世話をする姿が見られた。

グループごとにカメが冬眠

できやすそうな場所を

探し、撮影•発表する。

一の絵本を読み七夕製作を行った。そ こか ら品座に

興味を持ち、天井にプラネタ

リウムを投彩し、楽しんで

観禁する。

一口o’ 区
9プレット ブロジ』クタ一 塁直アプ')

一マンゴーを生産している方からマンゴーとマン

ゴーの苗をいただいた

ことをきっかけに、沖縄

のことについて調べた。

分からない事や疑問に

思ったことは、ビデオ会

議システムを通して直接

農家さんに聞いてみる。

直

一
パソコン 液晶テレヒ'

・活動の発展・

●マンゴーが実れば、その

調理方法についてオン

ライン上で質問しながら

クッキングを行う。

●マンゴーだけではなく、

その土地にちなんだ野菜

なども育ててみる。

●その地域の食べ物・料理・

伝統文化について知リ、

興味を深める。

一口ロ
タプレット 液晶テレビ

・活動の発展・

●水族館の人とピデオ会様

システムを使って交流する

中で、カメの飼育の仕方

について教えてもらう。

●カメの 18をタイムラッ

プス（低速度撮影）で

どのような場所を好むか

調ぺる。
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活用内容
• オンライン会議サービスを活用し、10年間で500回以上の海外交流を実施している。園関
係者の知人を通じて100回以上の海外在住者との交流を行っている。例えば右の写真は、
カタール在住の方と接続し、現地の露天商を見学した時の様子である。

• 他県の保育園がスキー教室を実施していた際に、オンライン会議ツールで交流を行った。
当該園は雪の降らない地域にあるので、双方のこどもたちは、自分達の地域とは異なる風
景を画面越しに体験した。オンライン会議ツールを使ったじゃんけん大会を通じて、離れた
場所にある他園のこどもたちと交流を行った。

• 2012年頃、園長がタブレット端末にやり取り遊び（いないいないばあ）を取り入れたアプリをインストールし、その映像をプロジェク
ターで映し出したところ、こどもたちがこれまでにないほど大きな歓声を上げる様子が見られた。この反応をきっかけに、園長が ICT 活
用の可能性を強く感じ、保育の活動の中に ICT を取り入れ始めた。

• つるみね保育園は過疎地にあり、自然体験以外の近辺で得られる体験の種類が乏しいため、こどもの視野や活動の選択肢が狭
まることを懸念している。そのため、都会に負けない学びと世界とのつながりを実現する手段としてICTを活用している。

• 「ハイブリッド保育～９割のアナログ保育と１割のデジタル保育～」というICT教育方針のもと、ICTの実践時間は1週間に1回、15
分と定めている。

対象年齢 3-5歳 活用の概要 オンライン会議ツールを用いて海外の人々や国内の他園と交流

活用の経緯

活用の詳細

活用状況
（頻度、方
法等）

活用の
効果

• 過疎地で科学館や博物館などの施設が身近にない環境でも、こどもたちがオンラインで海外や他地域の園とつながるという経験ができた。
• リアルタイムで双方向的に違う国や地域の様子を知ることができ、こどもたちの視野が広がった。

活用の
留意点

機材・コスト
• ICTを用いた保育を行う専用の部屋（「デジタルルーム」）を整備している。この部屋では、プロジェクター等が常設されており、ボタン一つで起動で
きるなど、保育士が簡単にICTを活用した保育を実践できる環境を整えている。

• 各クラスの担任には、タブレット端末を一人一台貸与している。

• オンライン会議を用いた交流については、週1回15〜20分程度を目安とし、長時間の実施とならないよう強く意識している。これは、デジタルの使
用が過度になると、自然環境の中での体験やアナログ活動の良さが損なわれると考えているためである。

研修・
指導体制

• 月１回の職員会議の中で、必要に応じてICT活用についても議論・指導している。
• 保育士の発案により新たなICTを取り入れる際には、必ず園長がICT活用の場に参加し、こどもたちの反応を踏まえて、保育への取入れ可否を判
断している。

今後の
方針

• ICTの活用は重要であるが、現状のようにアナログとデジタルのバランスを保った保育を継続していく。
• 海外や他の園との交流については、今後も拡充させていきたいと考えている。 5

補足イメージ①各保育所、認定こども園等における保育の内容面でのICTの活用に係る調査研究
こども家庭庁補助事業（社会福祉法人上名福祉会つるみね保育園）



ICTが乳幼児に与える影響への懸念について（こども家庭庁HPから引用）

● ０～６歳の通園中のこどものインターネット利用率は令和６年度で７割超。１歳から５歳のインターネットの利用時間は平日一日あたり１００から１１０分程度と
インターネットの長時間利用が進んでいる。

● 健康づくりのための睡眠ガイド２０２３においては『寝そべりながらデジタル機器を使うと、ディスプレイの視聴距離が近くブルーライトを浴びやすくなるため、寝つきや睡眠
の質の悪化につながります』とされ、画面を見ている時間は2時間以内とすることが推奨されている。

6

補足イメージ②

出典「令和６年度 青少年のインターネット利用環境実態調査 調査結果（速報版）」 出典「保護者向け普及啓発リーフレット（令和７年１月版）」

出典「令和６年度 青少年のインターネット利用環境実態調査 調査結果（速報版）」



こども家庭庁・インターネットの利用を巡る青少年の保護の在り方に関するWG第四回
全国国公立幼稚園・こども園PTA連絡協議会 山﨑会長ヒアリング（抜粋）

● ６歳を境に小学校に入学するまでにほとんどのこどもたちはインターネットを利用しているという環境にあるのが
見てとれると思います。

● ゲーム機、契約していないスマホの部分はやはり少し保護者としては気になります。当然ゲーム機については
直近でありました愛知の事件等、高校生ですが小さな子を持つ保護者としても、そういった悪影響を及ぼすか
もしれない環境については小さな頃からどういう対応をしたらいいのかなというのは大きな課題になっています。

● WHOの2019年の「五歳までの子どもに関する運動・座位活動・睡眠に関するガイドライン」 で、情報機器
の画面を見る時間について、２歳まではゼロ、２歳から５歳までは一日１時間までが適切となっているのです
けれども、実際、今回のこども家庭庁の調査によると、もう既に低年齢層のこどもの平均が２時間を超えている。
さらに、今回言われている５歳まででも、もう110分を超えている。

● こどもたちの現場での体験としての遊びがより豊かなものとなるように活用していってもらえたら保護者としては
ありがたいなと思っているのですが、この情報機器の件であったり保育・教育の件については、現場の先生方と
話していると手探りとおっしゃっているのですね。保護者としては現場の手探りだけではなくて、こういったワーキン
ググループや国の機関を通じて指針を示していっていただけたらな、そういう必要があるのではないかなと思って
関わっています。

● （これぐらいの年代のこどもがインターネットを使うときに、どのようなことが問題として起きているかということを、
山﨑様が御存じの範囲で構いませんので教えていただける とありがたいなと思います。）大変不安に思ってい
ることは、保護者の皆さんもそうなのですけれども、多く使用することによって例えば視力が悪くなるなど、身体的
にどれほど悪影響があるのかとか、こどもが小さいので、ある程度保護者としてもハンドリングすることはできるので
すけれども、一般的なことというのを知るチャンネルが少ないので、今回、こども家庭庁さんのほうでもパンフレット
とチラシ等を作っていただいてしかるべきところに配布していただいたりしているのですけれども、そういった情報共
有をするようなチャンネルを増やしていただけたら、保護者として孤立するということが起こらないと思うので、その
辺に期待はしています。

7

補足イメージ②



＜課題＞
〇インターネットを利用することが青少年のウェルビーイングに与える影響について、我が国では、特に、アルゴリズムによるリスクを含め、専門的な見地から十分に
調査・分析されていない。
〇アルゴリズムにより次々と情報が表示されることで、青少年が利用を中断できなくなってしまったり、特定の情報や志向に誘導されてしまったりするという問題も
ある。
〇特に未就学児を含む低年齢層のインターネット利用のリスクについて状況把握が不足している。
＜論点＞
１ インターネットの長時間等の利用や、ＡＩ等によるアルゴリズムにより過去の検索履歴等に基づいて情報が表示されてしまう問題については、その具体的内
容や因果関係の有無等、心身への影響も含め、調査や専門的な分析等を行うことについてどう考えるか（※３、※４）。
２ 調査対象や調査事項等を含めて、低年齢層のインターネット利用に係る実態把握を進めることについてどう考えるか。
（※３）厚生労働省が令和６年度に「ネット・ゲーム使用と生活習慣に関する実態調査」を実施。
（※４）「青少年が安全に安心してインターネットを利用できるようにするための施策に関する基本的な計画（第６次）」では、インターネットやスマートフォン

の利用がこどもの心身の発達に与える影響を含め、様々な事業者の新たなサービスやアプリケーションの提供によって変化するインターネット環境が引き
起こす課題を把握・分析し、それらに対応する施策の検討に資する調査を実施することとしている。

R７年度 R８年度 R９年度

７～９月 10～12月 １～３月 ４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月 ４～６月 ７～９月

⑦横断的リスクへの対応について
（低年齢化、長時間利用、心身への影響、アルゴリズム）

令和７年度子ども・子育て支援等推進
調査研究事業
（官民学コンソーシアムの設置に関する調査研究）
・インターネット利用がこどものメンタルヘルスに及ぼす
影響に関する仮説の整理

実態調査について検討、実施こども
家庭庁

厚生
労働省

と
り
ま
と
め

令和６年度
「ネット・ゲーム使用と生活習慣に関する実態調査」
の取りまとめ
※こども家庭庁との結果共有

「課題と論点の整理」に基づく工程表（2025年9月
インターネットの利用を巡る青少年の保護の在り方
に関する関係府省庁連絡会議）を加工して作成
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補足イメージ②



参考資料
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幼 稚 園

ICT環境に関する状況（幼稚園） 出典：令和６年度幼稚園における教育活動の実施状況調査

※1 母数： 731
※2 複数回答

93.2%

47.5%

20.8%

18.3%

31.9%

6.4%

39.4%

4.7%

71.8%

32.1%

2.1%

1.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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ア：教員用の園務用パソコン

イ：教員用の園務用タブレット

ウ：教員用の園務用スマートフォン

エ：教育活動で使用するパソコン

オ：教育活動で使用するタブレット

カ：教育活動で使用するスマートフォン

キ：教育活動で使用するテレビモニター

ク：幼児向けに開発されたアプリケーションソフト

ケ：園務用無線ＬＡＮ、Ｗｉ－Ｆｉ、ＬＴＥ等

コ：教育活動用ＬＡＮ、Ｗｉ－Ｆｉ、ＬＴＥ等

サ：その他

シ：特にない



保 育 所

ICT環境に関する状況（保育所） 出典：令和６年度保育所・認定こども園に関する保育の内容等に関する実態調査

※1 母数：13,983（公設公営4,994、公設民営1,375、民設民営7,614）
※2 複数回答

63.4%

56.1%

28.9%

26.6%

6.8%

3.7%

17.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%
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1: 保育で使用するパソコン

2: 保育で使用するタブレット

3: 保育で使用する映像ディスプレイ

4: 保育で使用するスマートフォン

5: 幼児向けに開発されたアプリケーションソフト

6: その他

7: ICT・デジタル機器を導入していない



ICT環境に関する状況（認定こども園）

認定こども園

※1 母数：6,172（幼保連携型5,002、保育所型1,108、地方裁量型62）
※2 複数回答

出典：令和６年度保育所・認定こども園に関する保育の内容等に関する実態調査

61.9%

56.9%

37.0%

24.5%

10.1%

2.2%

16.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%
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1: 教育及び保育で使用するパソコン

2: 教育及び保育で使用するタブレット

3: 教育及び保育で使用する映像ディスプレイ

4: 教育及び保育で使用するスマートフォン

5: 幼児向けに開発されたアプリケーションソフト

6: その他

7: ICT・デジタル機器を導入していない



幼 稚 園

ICT機器活用の目的（幼稚園） 出典：令和６年度幼稚園における教育活動の実施状況調査

※1 母数： 731
※2 複数回答

70.4%

56.3%

30.5%

28.7%

37.4%

12.5%

64.0%

7.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%
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ア：記録をして友達や先生と共有するため

イ：記録をして繰り返し見るため

ウ：拡大したり裏側・内側などを見たり、
音や声を聞いたりするため

エ：離れたところの人とコミュニケーションを
とったり、場を共有したりするため

オ：表現活動を行うため

カ：表現の幅を広げるため（園児が紙に描いた絵を
ＩＣＴ機器で動かすなど）

キ：情報を探したり、より詳しく調べたりするため

ク：その他



保 育 所

ICT機器活用の目的（保育所） 出典：令和６年度保育所・認定こども園に関する保育の内容等に関する実態調査

※1 母数：11,606
※2 複数回答

68.6%

44.1%

29.7%

22.5%

17.0%

8.7%

12.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%
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1: 見返したり、友達や保育士と共有したりするための
記録（写真や動画、音声等）をするため

2: 興味や関心をもった事柄について調べたりするため

3: 表現活動のツールとして活用するため

4: 離れたところの人とコミュニケーションをとったり、
場を共有したりするため

5: 身近な物や生き物等を観察するため

6: その他

7: 保育の場面でICT・デジタル機器を活用していない



ICT機器活用の目的（認定こども園）

認定こども園

※1 母数：5,146
※2 複数回答

出典：令和６年度保育所・認定こども園に関する保育の内容等に関する実態調査

74.3%

53.1%

34.4%

26.4%

21.5%

6.4%

7.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%
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1: 見返したり、友達や保育教諭と共有したりするための
記録（写真や動画、音声等）をするため

2: 興味や関心をもった事柄について調べたりするため

3: 表現活動のツールとして活用するため

4: 身近な物や生き物等を観察するため

5: 離れたところの人とコミュニケーションをとったり、
場を共有したりするため

6: その他

7: 教育及び保育の場面でICT・デジタル機器を活用していない
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